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●列車（新幹線等利用）
東京から約90分
大阪から約5時間40分
名古屋から約3時間45分
富山から約2時間15分
新潟から約20分

●お車で（高速道路利用）
東京から約2時間30分
大阪から約6時間40分
金沢から約3時間
富山から約2時間30分
新潟から約40分

●開館時間 10：00～17：00（16：30まで入館可能）
●休館日 毎週火曜日（祝日の場合は翌平日）
 12月29日～翌年1月3日
 （臨時休館させていただくことがあります）

●観覧料 ◎大人 ……… 個人200円（団体160円）
 ◎高校生・大学生、障害者手帳をお持ちの
　　　　　　　　方は割引になります・介助者
　　　　　　　　　  ………… 個人150円（団体120円）
 ◎小・中学生… 個人100円（団体80円）

〒940-0053  新潟県長岡市長町1丁目甲1675-1
TEL.0258-30-1525　FAX.0258-30-1526河井継之助記念館

越後長岡藩 幕末ミュージアム

◆利用案内

■長岡までの所要時間
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河井継之助記念館

栄凉寺
（河井継之助墓所）
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だ
く
で
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之
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記
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之
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に
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の
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も
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。
る
え
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が
籠
灯
石
と
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の
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た
し
作
制
に
春
年一
十
二
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平

雲
風

像
助
之
継
井
河
窟
龍
蒼・

作
也
哲
村
峰



現
代
人
は
、学
べ
！
本
当
の
武
士
道

幕
末
と
い
う
大
空
を
駆
け
抜
け
た

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　越
後
の
龍

た
い
く
う

河井継之助像のエスキス
（峰村哲也画）

戦略は我心にありとした箴言

│ 

な
く
て
は
な
ら
ぬ
人
と
な
れ 

│

人
の
世
に
生
き
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、苦
し
い
こ
と
も
、う
れ
し
い
こ
と
も

い
ろ
い
ろ
あ
る
も
の
だ
。そ
の
苦
し
い
こ
と
に
耐
え
な
け
れ
ば
、何
ご
と
も

成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
。

（
幕
末
の
日
本
、越
後
長
岡
藩
が
輩
出
し
た
風
雲
児・河
井
継
之
助
の
生
涯

を
た
ど
れ
ば
、彼
の
め
ざ
し
た
改
革
と
社
会
が
わ
か
る
）

安政6年（西暦1859年）33歳の継之助は西国遊歴の旅にでる。
その旅で、継之助は何を学んだのか。旅日記「塵壺」を展示。

展示品／軍扇（河井継之助使用）
 直筆の書幅・書簡
 司馬遼太郎著『峠』の原稿 他

河
井
継
之
助
の
言
葉

学
問
と
い
う
も
の
は
、実
行
し
な
け
れ
ば
、何
の
役
に
も
立
た
な
い
も
の
で
あ
る
。

英
雄
の
気
質
を
備
え
て
い
る
も
の
ほ
ど
、な
お
いっ
そ
う
危
険
に
あ
う
も
の
だ
。

法
や
制
度
は
清
廉
で
能
力
の
あ
る
人
が
い
て
、始
め
て
そ
の
成
果
が
出
る
も
の
だ
。

人
を
得
ず
し
て
法
だ
け
あ
る
の
は
、か
え
って
危
険
で
あ
る
。

無
理
に
は
使
わ
ず
、快
く
承
知
を
さ
せ
て
、使
う
も
の
も
使
わ
る
る
も
の
も
、互
い

に
愉
快
に
仕
事
を
す
る
の
が
得
。

従
者
の
外
山
脩
造（
寅
太
）に

こ
の
世
の
中
は
大
変
に
面
白
く
な
っ
て
き
た
。寅
や
、何
で
も
こ
れ
か
ら
の
こ
と
は

商
人
が
早
道
だ
。思
い
切
って
商
人
に
な
り
や
い
。

たみ　　　　 　もと　  り　　　　   　やとい
民は国の本、吏は民の雇

河井継之助の政治信条

人
間
と
し
て
の
覚
悟
か
ら
、自
我
に
め
ざ
め

自
己
の
役
割
を
覚
え
る
。

　
地
下
百
尺
底
の
心
を
以
て
、世
に
立
ち
事
に
当
れ
り
。

　
良
知
・
知
行
合
一
・
格
物
致
知
を
問
う
。


